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（1890～1961）

　女優。東京府東京市下京橋（現、東京都中央区）出身。松山出
身の弁護士であり、代議士であった森 肇

はじめ

の次女。跡見学校（現、
跡見学園女子大学）を卒業後、両親の強い反対を押し切って帝
国女優養成所の第１期生となり３年間修業する。明治44（1911）
年、帝国劇場開場公演「頼朝」の浦代姫役で初舞台を踏んだ。初
演以来、美しい顔と、明るくはなやかな性格で、帝劇の看板女
優となり、ヨーロッパへ演劇視察にも出かけた。
　昭和４（1929）年、帝劇が解散となり、松竹に移るとともに、
新派に参加し、井上正夫ともたびたび共演した。

略 歴
明治23（1890）年10月30日 　東京府東京市下京橋に生まれる。
明治38（1905）年　　　　 　跡見学校を卒業
明治41（1908）年　　　　 　帝国女優養成所に第１期生として入所
明治44（1911）年　　　　 　帝国劇場の杮

こけら

落
おと

し公演「頼朝」にて初舞台を踏む。
大正２（1913）年　　　　 　演劇視察のため、ヨーロッパを旅行
昭和４（1929）年　　　　 　松竹に移籍する。
昭和５（1930）年　　　　 　新派の井上正夫と初めて共演する。
昭和９（1934）年　　　　 　「三家庭」で養女の赫

かく

子
こ

と共演する。
昭和18（1943）年　　　　 　東京劇場で、花柳章太郎や水谷八重子と共演したのを最後に舞台を去る。
昭和36（1961）年７月22日 　70歳で永眠

（写真提供：砥部町教育委員会）
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